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養養
命命
のの
里里 

会
報 

特
集 ２

０
０
２
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
「
信

州
養
命
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
５
周
年
の
節

目
を
迎
え
、
２
０
０
６
年
１
０
月
９
日
（
月
）
中
川

村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
盛
大
に
５
周
年
記
念
事

業
を
行
い

し
た
。
そ
の
特
集
で
す
。 

ま

●
テ
ー
マ  

結
い
と
絆
「
協
働
で
拓
く
地
域
の
和
」 

◆
理
事
長 

松
村
俊
彦 

挨
拶 

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
と
共
に
、
多
様

化
す
る
複
雑
な
社
会
問
題
を
抱
え
、
先
行
き

不
透
明
な
時
代
の
中
で
、
私
た
ち
は
今
、
「
何

か
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
の

思
い
で
始
め
た
活
動
の
一
環
が
、
遊
休
農
地
の

荒
廃
化
に
対
す
る
有
効
利
用
対
策
の
取
り
組

み
で
し
た
。 

模
索
の
な
か
で
仲
間
を
募
り
、
夢
中
に
取

り
組
ん
だ
５
年
間
の
歳
月
は
「
光
陰
矢
の
如

し
」
、
一
瞬
の
出
来
事
の
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
会
員
方
々
を
中
心
に
、

地
域
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
５
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
お
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

長
野
県
、
地
元
行
政
方
々
の
ご
指
導
を
受

け
、
多
く
の
仲
間
た
ち
の
ご
協
力
を
頂
き
、 

５
周
年
記
念
事
業
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。 

域
社
会
に
貢
献
さ
れ
、
数
々
の
最
高
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
に
至
る
ま
で
の
経
営

理
念
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
い
い
会
社
を
作
る
た
め

に
は
い
い
社
員
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
づ
く
り

か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。 い

い
ふ
る
里
づ

く
り
も
、
先
ず
は

人
づ
く
り
が
大
切

で
あ
る
と
。 

一
つ
の
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
（
目
標
）
に

向
っ
て
一
意
専
心
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
力
説
さ
れ

し
た
。 

ま

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

テ
ー
マ 
「
結
い
と
絆
で
地
域
づ
く
り
」 

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
科

学
研
究
所
理
事
長 
小
谷
宗
司
氏
（
木
曽
郡
） 

▼
パ
ネ
リ
ス
ト 

養
命
酒
製
造
㈱ 
中
央
研
究
所 

所
長 

小
島
暁 

氏
（
伊
那

 
市
）

飯
島
町
国
際
協
力
会 

会
長 

橋
場
み
ど
り 

氏
（
飯
島
町
） 

㈱
池
上
酒
店
代
表
取
締
役 

池
上
明 

氏
（
飯
島
町
） 

信
州
日
本
み
つ
ば
ち
の
会 

会
長 

富
永
朝
和 

氏
（
中
川
村
） 

信
州
養
命
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

理
事
長 

松
村
俊
彦
（
中
川
村
） 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
各
々
の
立

場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

な
っ
て
経
験
を
発
表
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

展
開
し
ま
し
た
。 

最
後
に
小
谷
氏
か
ら
、
お
互
い
の
目
標
は

異
な
っ
て
も
、
実
現
に
向
け
て
の
思
い
や
理
念

ち
と
の
連
携
が
必
要
。

お
互
い
が
助
け
合
い

支
え
あ
う
気
持
ち
が

失
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
今
こ
そ
、
結
い

と
絆
が
大
切
で
は
な

い
か
と
、
ま
と
め
て

頂
き
ま
し
た
。 

◆ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
参
加
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。 

「養
命
の
里
」５
周
年
記
念
事
業 

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏 

 

牧
美
花
さ
ん
（
長
野
市
） アルプホルン：  

アルプホルン駒ヶ根(駒ヶ根市) 

創作劇：  
長野県地球温暖化防止活動推進 
and 南信協同(伊那市) 

合唱： 中川女声コーラス

太鼓演奏： 陣馬太鼓(中川村) 
三味線演奏：  

晴駒会(駒ヶ根市) 
中川三味線クラブ（中川村） 

合唱： 男声合唱団「昴」(名

このほか、戸田さん父子（中川村）による唄と踊り、 
陣馬太鼓の皆さんによる獅子舞がありました 
No.6
◆
基
調
講
演 

伊
那
食
品
工
業
㈱ 

代
表
取
締
役 

塚
越
寛 

氏 
 

伊
那
谷
を
代
表
す
る
優
良
企
業
と
し
て
地

を
い
か
に
継
続
す
る

か
。
そ
の
た
め
に
志

を
共
有
し
た
仲
間
た

(中川村) 

古屋市) 
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今
後
も
相
変
わ
ら
ず
ご
支
援
下
さ
い

 。

長
野
県
上
伊
那
郡
中
川
村
片
桐
２
３
１
６
の
２ 

信
州 

養
命
の
里 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 
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「
養
命
」
は
、
養
命
酒
製
造
株
式
会
社
の
著
名
商
標
で
、

「
養
命
の
里
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
承
諾
を
受

け
て
お
り
ま
す

活
動
報
告 

●
第
５
回
通
常
総
会 

（
２
０
０
６
年
５
月
１
３
日
） 

ご
来
賓
に
、
４
月
中
川
村
に
新
し
く
迎
え
ら

れ
た
曽
我
村
長
を
は
じ
め
、
中
川
商
工
会
長
、

養
命
酒
製
造
㈱
工
場
長
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
中
川

支
所
長
を
お
招
き
し
て
、
新
年
度
事
業
活
動

計
画
等
を
、
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。 

本
年
度
は
５
年
の
節
目
も
あ
り
、
村
を
中

心
に
地
域
の
仲
間
た
ち
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ
ま

し
た
。 

●
飯
島
町
国
際
協
力
会
と
の
協
働
イ
ベ
ン
ト 

（
２
０
０
６
年
６
月
１
８
日
） 

飯
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
外
国
籍

の
方
々
を
集
め
「
第
１
回
伊
那
谷
国
際
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
伊
那
谷
で

国
際
交
流
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
各
グ
ル

ー
プ
・
団
体
と
と
も

に
実
行
委
員
と
し
て

協
力
し
ま
し
た
。

上
・
下
伊
那
の
行
政

８
市
町
村
が
協
賛
・

後
援
し
、
盛
大
に

開

催

で
き

ま

し

た
。 来

年
は
ど
こ
の

地
域
で
開
催
す
る
か
、
楽
し
み
で
す
。 

●
観
光
と
桃
狩
り
で
都
市
農
村
交
流 

（
２
０
０
６
年
７
月
２
３
日
） 

養
命
の
里
常
務
理
事
が
東
京
の
仲
間
た
ち

９
名
を
連
れ
来
村
、
地
域
観
光
と
桃
狩
り
を

み
ま
し
た
。 

楽
し

※ 

夏
・
秋
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
関
西
関
東
方
面

か
ら
マ
イ
カ
ー
で
会
員
家
族
や
友
達
が
、
養
命

の
里
を
訪
れ
、
伊
那
谷
の
観
光
を
楽
し
ん
で
い

か
れ
ま
し
た
。 

●
中
川
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
（
２
０
０
６
年 

９
月
１
５
日
〜
１
０
月
１
５
日
） 

養
命
の
里
の
仲

間
た
ち
が
、
遊
休

農
地
・
荒
廃
地
の
有

効
利
用
対
策
と
し

て
、
５
年
間
管
理
を

続
け
て
き
た
中
川

村
西
原
地
域
の
、
約

３
町
歩
に
、
「
高
嶺
ル

ビ
ー
」
と
い
う
品
種

の
赤
そ
ば
を
播
き
ま

し
た
。 

こ
れ
は
、
駒
ヶ
根

市
の
早
太
郎
温
泉
組

合
長
か
ら
相
談
が
あ

り
、 

早
太
郎
温
泉

１
０
周
年
記
念
事

業
と
協
働
で
、
赤
そ

ば
の
花
ま
つ
り
コ
ー

ス
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
た
も
の
で

す
。 行

政
を
は
じ
め
、

多
く
の
グ
ル
ー
プ
・

団
体
の
協
力
を
頂

き
、
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
。 

●
中
川
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
・
接
待 

（
２
０
０
６
年
９
月
３
０
日
・
１
０
月
１
日
） 

毎
年
参
加
し
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
湯
茶
の
接

待
を
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
中
川
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
と
、
養

命
の
里
５
周
年
事
業
と
重
な
り
、
多
忙
で
し

た
が
、
養
命
の
里
事
務
所
を
休
憩
の
場
と
し

て
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。 

●
日
本
み
つ
ば
ち
祭
り
参
加
・
協
力 

（
２
０
０
６
年
１
０
月
２
２
日
） 

養
命
の
里
会
員
と
し
て
、
長
年
ご
指
導
を

頂
い
て
い
る
「信
州
日
本
み
つ
ば
ち
の
会
」会
長

の
ハ
チ
研
究
家
富
永
朝
和
さ
ん
が
、
全
国
の
日

本
み
つ
ば
ち
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

養
命
の
里
会
員
数
名
も
、
会
員
で
す
。 

●
名
古
屋
市
名
南
コ
ー
ポ
団
地
・
都
市
農
村
交

流
参
加
（
２
０
０
６
年
１
２
月
１
０
日
） 

５
回
目
を
迎
え
た
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン

ト
で
、
名
南
コ
ー
ポ
団
地
恒
例
の
、
年
末
餅
つ

き
イ
ベ
ン
ト
に
、
会
員
仲
間
の
農
家
か
ら
、
り

ん
ご
・野
菜
等
を
ワ
ゴ
ン
車
に
積
み
込
ん
で
の

農
産
物
販
売
参
加
。 

団
地
の
子
供
た
ち
の
売
り
子
応
援
に
よ
り
、

本
年
も
完
売
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
は
、
名

南
コ
ー
ポ
イ

ベ
ン
ト
２
０
周
年

記
念
事
業
を
計

画
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
養
命

の
里
も
招
待
さ

れ
ま
し
た
。 

中
川
村
の
有

志
グ
ル
ー
プ
・

団
体
の
皆
さ
ん

に
声
を
掛
け
合
っ
て
の
協
働
参
加
を
考
え
て
い
ま

す
。 

●
第
６
回 

山
の
寺
に
て
写
経
と
参
禅
会 

（
２
０
０
７
年
３
月
２
４
日
） 

養
命
の
里
設
立
以
来
、
毎
年
企
画
し
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。 

刹

那

（
た

だ
今
）
に
生

か
さ
れ
て
い

る
自
分
を
静

か
に
見
つ
め

直
し
な
が
ら
、

生
か
さ
れ
、

生
き
て
い
る

こ
と
の
大
切

さ
、
尊
さ
に

気
づ
き
、
感

謝
し
て
、
新

た
な
活
動
の
原
動
力
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

標
に
、
続
け
て
い
ま
す
。 

毎
年
続
け
て
参
加
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
初
め

て
参
加
さ
れ
る
方
、
各
々
の
思
い
は
異
な
り

ま
す
が
、
一
年

に
一
度
の
体
験

に
参
加
さ
れ
た

大
半
の
方
々
は
、

心
地
よ
い
気
持

ち
で
し
た
と
、

来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す

と
い
う
、
茶
話

会
の
ひ
と
と
き

で
し
た
。 
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